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▼調査・予測・評価の手法（動物、植物、生態系）

調査･予測・評価の方法調査･予測・評価の方法

影響要因の区分

造成等の施工による

一時的な影響

地形改変及び

施設の存在

海生

動物

海域に生息する

動物

施設の稼働

（温排水）

<調査方法>既存資料の収集・整理により海生動物の生

息状況を把握します。

<予測方法>事業計画と重要な種の生態及び生息地の状

況を踏まえ、分布または生息環境の改変の程度から、事

例の引用または解析により環境影響を把握します。

<評価方法>事業者が実行可能な範囲で環境保全につい

ての配慮が適切になされているかを評価します。

陸生

植物

重要な種及び

群落

造成等の施工による

一時的な影響

<調査方法>既存資料の収集・整理及び現地調査により

事業実施区域及びその周辺の植物相及び植生を把握しま

す。

<予測方法>事業計画と重要な種及び群落の分布を踏ま

え、分布または生育環境の改変の程度から、事例の引用

または解析により環境影響を把握します。

<評価方法>事業者が実行可能な範囲で環境保全につい

ての配慮が適切になされているかを評価します。

海生

植物

海域に生育

する植物

施設の稼働

（温排水）

<調査方法>既存資料の収集・整理により海生植物の生

育状況を把握します。

<予測方法>事業計画と重要な種及び群落の分布を踏ま

え、分布または生育環境の改変の程度から、事例の引用

または解析により環境影響を把握します。

<評価方法>事業者が実行可能な範囲で環境保全につい

ての配慮が適切になされているかを評価します。

造成等の施工による

一時的な影響

地形改変及び

施設の存在

環境影響評価の項目
調査、予測及び評価方法

環境要素の区分

<調査方法>既存資料の収集・整理及び現地調査により

事業実施区域及びその周辺の陸生生物の生息状況を把握

します。

<予測方法>事業計画と重要な種の生態及び生息地の状

況を踏まえ、分布または生息環境の改変の程度から、事

例の引用または解析により環境影響を把握します。

<評価方法>事業者が実行可能な範囲で環境保全につい

ての配慮が適切になされているかを評価します。

<調査方法>既存資料の収集・整理、専門家へのヒアリ

ング、現地調査により、生態系の上位性注目種である

チュウヒの生息状況及び生息環境の状況を把握します。

<予測方法>事業計画とチュウヒの生態及び生息地の状

況を踏まえ、分布または生息環境の改変の程度から、事

例の引用または解析により環境影響を把握します。

<評価方法>事業者が実行可能な範囲で環境保全につい

ての配慮が適切になされているかを評価します。

動

物

陸生

動物

重要な種及び注

目すべき生息地

植

物

生態系

地域を特徴づけ

る生態系（チュ

ウヒを上位性注

目種とした生態

系）
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燃料

▲生態系の現地調査範囲

▲陸生動物・植物の現地調査範囲


